
ア
マ
ー
ス
ト
・
カ
レ
ッ
ジ

一
○
月
一
七
日
午
後
一
時
一
五
分
、
ボ
ス
ト
ン
の
サ
ウ
ス
・
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
か
ら
ア
マ
ー
ス
ト
に
向
う
バ
ス
に
乗
る
。
ハ
ゼ
に
似
た
灌
木
が
鮮
か

に
紅
葉
し
た
丘
陵
を
眺
め
つ
つ
、
三
時
間
足
ら
ず
で
目
的
地
に
着
く
。
バ

ス
停
の
傍
の
公
衆
電
話
で
サ
ー
マ
ン
教
授
（
両
号
①
浮
揚
・
蜀
・
門
員
己
記
昌
シ
ｚ
）

に
到
着
を
告
げ
、
ホ
テ
ル
の
所
在
を
訊
ね
る
。
教
授
は
バ
ス
停
か
ら
百
メ

ー
ト
ル
程
前
方
に
見
え
て
い
る
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
イ
ン
を
予
約
し
て
く
れ
て

い
た
。
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
イ
ン
は
か
な
り
大
き
な
木
造
の
滿
泗
な
建
物
で
、

丁
度
紅
葉
の
季
節
に
当
っ
て
い
る
た
め
に
多
く
の
観
光
客
が
泊
っ
て
い
る

ア
マ
ー
ス
ト
は
内
村
鑑
三
や
新
島
讓
が
留
学
し
て
い
た
地
と
し
て
日
本
で

一
九
八
三
年
九
月
二
二
日
に
大
阪
空
港
を
発
っ
て
約
四
十
五
日
間
、
ア

メ
リ
カ
各
地
の
大
学
を
訪
ね
て
旅
を
し
た
。
」
そ
の
折
に
訪
問
し
た
仏
教
学

者
た
ち
は
主
と
し
て
イ
ン
ド
仏
教
及
び
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
専
門
と
す
る
人

為
で
あ
っ
た
が
、
イ
ン
ド
仏
教
学
者
の
こ
と
に
関
し
て
は
別
の
機
会
（
大

谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
発
行
『
研
究
所
報
』
ｚ
○
．
巴
に
触
れ
た
の
で
、

今
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
学
者
た
ち
の
こ
と
を
述
べ
た
い
。

口
海
外
学
界
一
豆
－
スロ

米
国
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
学
者
訪
問
記

小
谷
信
千
代

も
か
な
り
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
せ
い
か
日
本
人
の
老
夫
妻
の
姿
も
見
ら

れ
る
。夕

食
後
し
ば
ら
く
し
て
フ
ロ
ン
ト
に
迎
え
に
来
て
く
れ
た
教
授
と
初
対

面
の
挨
拶
を
す
る
。
一
九
○
セ
ン
チ
を
優
に
越
す
偉
丈
夫
、
よ
く
響
く
声
、

交
通
事
故
に
よ
っ
て
義
眼
に
し
た
片
方
の
眼
、
手
入
れ
を
し
な
い
頭
髪
、

そ
れ
ら
に
一
瞬
圧
倒
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
う
い
う
第
一
印
象
と
は
裏
腹
に
、

天
真
燗
漫
と
さ
え
言
え
る
よ
う
な
性
格
の
持
主
で
あ
る
こ
と
が
後
に
分
っ

た
。
教
授
の
住
い
は
ホ
テ
ル
か
ら
歩
い
て
五
分
ば
か
り
の
所
に
あ
る
。
石

油
シ
ョ
ッ
ク
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
三
階
建
て
の
広
大
な
教
員
宿
舎
で
あ

る
。
サ
ー
マ
ン
夫
人
に
よ
る
と
、
ア
マ
ー
ス
ト
・
カ
レ
ッ
ジ
（
二
年
制
、

学
生
数
千
五
百
）
は
こ
の
よ
う
な
宿
舎
を
七
○
戸
も
建
て
た
が
、
最
近
は

経
費
が
嵩
む
の
で
持
て
余
し
気
味
と
の
こ
と
。

教
授
は
こ
の
宿
舎
を
仏
教
研
究
所
（
少
目
①
号
四
口
目
旦
岸
員
の
９
国
ロ
‐

呂
冨
鼻
聾
巨
９
８
）
｜
｜
と
し
て
半
ば
公
開
し
て
い
る
。
そ
の
三
階
は
教
授
と

こ
の
研
究
所
に
来
る
青
年
た
ち
と
に
よ
っ
て
チ
尋
ヘ
ッ
ト
寺
院
風
に
改
造
さ

れ
、
祭
壇
の
上
に
は
釈
迦
牟
尼
仏
の
像
と
、
第
一
四
世
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
写

真
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
私
が
訪
れ
た
時
は
、
イ
ン
ド
か
ら
一
年
間
の
予

定
で
招
請
さ
れ
て
ア
マ
ー
ス
ト
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
る
タ
ー
ラ
・
ト

ゥ
ル
ク
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
角
肖
酋
弓
昌
自
国
ョ
君
呂
の
）
が
二
階
に
弟
子

と
共
に
滞
在
し
て
い
た
。

タ
ー
ラ
・
ト
ゥ
ル
ク
は
ゲ
ー
ル
ク
派
の
高
僧
で
あ
る
。
師
は
大
学
で
週

に
三
回
サ
ー
マ
ン
教
授
の
通
訳
で
授
業
を
行
う
。
そ
の
う
ち
二
回
は
チ
尋
ヘ

ッ
ト
仏
教
の
教
義
と
僧
院
の
制
度
に
関
す
る
も
の
で
、
他
の
一
回
は
キ
リ

ス
ト
教
神
学
者
と
の
対
話
形
式
の
授
業
で
あ
る
。
し
か
し
大
学
で
の
授
業

〆の
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よ
り
も
、
サ
ー
マ
ン
教
授
宅
の
チ
ベ
ッ
ト
寺
院
に
お
い
て
、
よ
り
程
度
の

高
い
講
義
が
行
わ
れ
る
。

私
が
訪
れ
た
夜
も
三
○
人
程
の
ア
メ
リ
カ
人
青
年
男
女
が
聴
講
に
来
て

い
た
。
講
義
は
毎
週
三
回
、
午
後
七
時
半
か
ら
九
時
過
ぎ
ま
で
行
わ
れ
る
。

菩
提
道
次
第
（
椿
ミ
息
ミ
）
の
講
義
が
二
回
と
、
阿
毘
達
磨
の
心
心
所
説
の

講
義
が
一
回
と
で
あ
る
。
七
時
過
ぎ
か
ら
三
階
の
お
寺
に
集
ま
っ
た
聴
講

者
た
ち
は
、
各
自
小
さ
な
座
蒲
団
を
持
っ
て
思
い
思
い
の
所
に
座
を
占
め

る
。
カ
セ
ッ
ト
・
テ
ー
プ
の
準
備
を
す
る
者
、
前
の
時
間
の
講
義
の
ノ
ー

ト
を
見
直
し
て
い
る
者
《
話
し
を
し
て
い
る
者
。
サ
ー
マ
ジ
教
授
も
録
音

一
の
準
備
を
し
て
い
る
心
や
が
て
タ
ー
ラ
・
ト
ゥ
ル
ク
比
丘
が
祭
壇
の
前
に

坐
る
と
、
聴
講
者
た
ち
は
め
い
め
い
合
掌
敬
礼
し
て
座
に
着
く
。
サ
ー
マ

ン
教
授
の
導
師
で
チ
ベ
ッ
ト
語
の
短
い
経
典
が
唱
和
さ
れ
、
講
義
が
始
ま

つ
（
》
０
国タ

ー
ラ
・
ト
ゥ
ル
ク
比
丘
は
終
始
柔
和
な
表
情
で
、
時
折
ジ
ョ
ー
ク
を

交
え
つ
つ
或
は
菩
薩
道
の
階
程
を
或
は
阿
毘
達
磨
の
教
義
を
諄
々
と
説
く
。

そ
れ
を
傍
に
坐
っ
て
い
る
サ
ー
マ
ン
教
授
が
よ
く
響
く
声
で
通
訳
す
る
。

サ
ー
：
マ
ン
教
授
は
六
年
間
に
も
及
ぶ
イ
ン
ド
留
学
中
に
チ
ベ
ッ
ト
寺
院
で

出
家
し
、
一
年
間
比
丘
の
生
活
を
し
た
経
験
を
持
ち
、
そ
の
流
暢
な
チ
ベ

ッ
ト
語
会
話
力
は
当
時
既
に
チ
ベ
ッ
ト
人
た
ち
の
間
で
定
評
が
あ
っ
た
。

教
授
の
美
事
な
通
訳
ぶ
り
に
は
驚
嘆
し
た
け
れ
ど
も
、
一
体
比
丘
の
講
義

の
何
が
青
年
た
ち
の
興
味
を
ひ
く
の
か
。
聞
け
ば
四
、
五
人
の
大
学
生
を

除
く
聴
講
者
の
大
半
は
近
隣
の
町
で
働
い
て
い
る
人
含
で
あ
る
と
い
う
。

或
る
者
は
ノ
ー
ト
を
取
り
つ
つ
、
或
る
者
は
ま
る
で
瞑
想
に
入
っ
て
い
る

↓
Ｆ
ｑ
ｌ
４

か
の
よ
う
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
熱
心
に
聞
き
入
る
青
年
た
ち
を
ま
の
あ
た

り
に
し
た
時
、
一
種
不
思
議
な
想
い
に
襲
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

サ
ー
マ
ン
教
授
の
近
年
の
研
究
の
一
端
は
左
に
掲
げ
た
論
文
に
よ
っ
て

察
知
さ
れ
よ
う
。
ゞ

国
邑
旦
三
鴛
国
日
弓
①
ロ
①
匡
茸
８
Ｑ
ｏ
ミ
↓
ミ
ミ
碁
恥
堅
ミ
ミ
言
冒
卓
邑
昌
暑
‐

忠

雪
ミ
ミ
閉
島
電
。
葛
．
ぐ
巳
．
農
｝
ｚ
○
．
与

閂
意
国
。
ご
胃
§
専
侭
旦
尋
ミ
ミ
白
雪
ミ
（
ご
日
ご
①
刷
詳
‐
ぐ
句
四
房
］
Ｕ
２
‐

く

く

日
の
ぐ
戸
く
い
ロ
〕
色
の
弁
口
命
の
』
』
や
『
②
）

く

目
岸
届
甸
昌
昌
ｏ
の
日
岡
巳
侭
ロ
尉
口
目
①
耳
Ｒ
ミ
ミ
旦
冒
宰
惹
侭
、
蔦
含
騨
ｚ
①
君

国
Ｏ
Ｈ
Ｆ
Ｆ
旨
巳
、
厨
Ｈ
ロ
①
缶
の
ｍ
ｏ
ｏ
旨
は
○
口
》
ご
『
巴

の
昌
旦
巴
冒
吊
言
Ｈ
国
巨
Ｑ
色
目
牌
あ
○
＆
巴
渥
ｏ
陣
く
ぢ
日
国
色
聡
ｇ
ｏ
ｐ
ｚ
画
‐

ぬ
倒
官
口
曾
》
い
ざ
弓
里
の
胃
旨
己
・
日
園
○
く
こ
○
○
巨
己
的
こ
め
へ
弓
言
同
国
‐

Ｌ

ｌ

ご
ミ
富
国
ミ
包
雪
急
）
ｚ
①
刻
め
①
国
①
の
．
ぐ
巳
．
〆
ぐ
巳
ｚ
ｏ
．
』
・
届
駕
）

（
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
了
義
未
了
義
善
説
心
髄
の
英
訳
凰
嚥
園
鷺
員
雨
具

ｉ
罫
恥
国
息
ミ
ミ
は
目
下
印
刷
中
）
ゞ
〃
〃

バ
ー
ジ
ニ
ア
大
学

ア
マ
ー
ス
ト
か
ら
ボ
ス
ト
ン
に
戻
り
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
乗
り
換
え
て
シ

ャ
ー
ロ
ッ
ッ
ビ
ル
と
い
う
小
さ
な
空
港
に
向
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
バ
ー
ジ

’
一
ア
大
学
の
ジ
ョ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
教
授
が
出
迎
え
に
来
て
く
れ
て
い
る

は
ず
で
あ
る
。
ボ
ス
ト
ン
を
発
っ
た
時
点
で
飛
行
機
は
既
に
二
十
分
ほ
ど

遅
れ
て
い
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
空
港
に
着
い
た
時
に
は
、
六
時
五
分
発
の
シ

ャ
ー
ロ
ッ
ッ
ビ
ル
行
き
は
既
に
飛
び
発
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
次
の
便
は

九
時
五
分
。
も
う
教
授
が
迎
え
に
来
て
く
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
果

し
て
う
ま
く
連
絡
が
つ
く
か
ど
う
か
、
と
に
か
く
空
港
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
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伝
言
を
頼
む
こ
と
に
す
る
。
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ッ
ビ
ル
に
着
く
の
は
一
○
時
頃

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
夜
道
を
、
し
か
も
雨
の
降
る
中
を
再
び
迎
え
に
来
て

も
ら
う
の
は
、
初
対
面
の
教
授
に
あ
ま
り
に
も
申
し
訳
な
い
。

一
時
間
程
し
て
教
授
の
家
に
電
話
を
し
て
、
空
港
か
ら
ホ
テ
ル
ま
で
の

道
を
訊
ね
る
。
彼
は
知
ら
な
い
土
地
で
夜
遅
く
疲
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
遠

慮
は
い
ら
な
い
、
と
言
っ
て
、
再
び
迎
え
に
行
く
と
言
う
。
実
際
、
そ
の

田
舎
町
の
寂
し
い
空
港
に
着
い
て
み
て
、
彼
の
言
葉
に
従
っ
て
お
い
て
よ

か
っ
た
こ
と
を
身
に
鯵
み
て
感
じ
た
。

実
は
今
ハ
ー
ジ
ニ
ァ
大
学
に
は
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
教
授
に
面
会

の
問
い
合
わ
せ
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
ホ
プ
キ
ン
ズ
教
授
は

こ
の
一
年
間
、
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
客
員

教
授
と
し
て
招
か
れ
て
お
り
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
教
授
が
代
わ
っ
て
授
業
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
彼
の
手
紙
に
は
、
彼
も
私
と
同
様
チ
署
ヘ
ッ
ト
の

唯
識
を
研
究
し
て
い
る
の
で
是
非
会
い
た
い
、
と
あ
っ
た
。

彼
の
名
前
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
私
は
、
ホ
プ
キ
ン
ズ
教
授
の
い
な
い
ゞ
ハ

ー
ジ
’
一
ァ
ま
で
行
く
こ
と
を
た
め
ら
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
折
に
。
届
国
シ
‐

缶
Ｚ
（
国
際
東
洋
学
会
議
）
に
参
加
す
る
為
に
来
日
中
の
Ｅ
・
Ｇ
・
ス
ミ

ス
氏
に
会
っ
一
た
。
ス
ミ
ス
氏
は
周
知
の
如
く
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
経
済
援

助
の
下
に
イ
ン
ド
に
お
い
て
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
文
献
の
影
印
出
版
を
行
っ
て
い
る

責
任
者
で
あ
り
、
現
在
最
も
チ
ベ
ッ
ト
文
献
に
精
通
し
て
い
る
一
人
で
あ

る
。
訪
米
を
直
前
に
し
て
、
彼
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
チ
ベ
ッ
ト
学
者
た
ち
に

関
す
る
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
大
変
幸
運
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

氏
の
言
葉
に
従
っ
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
教
授
に
会
う
こ
と
に
決
め
た
の
で
あ
る
。

、
〈
ｌ
ジ
ニ
ァ
大
学
は
学
生
数
一
万
人
の
ア
メ
リ
カ
で
は
中
規
模
の
大
学

で
あ
る
。
独
立
宣
言
の
起
草
者
の
一
人
ト
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
の
設

計
に
な
る
蛇
行
し
た
煉
瓦
塀
の
間
を
通
っ
て
校
舎
に
入
る
。

ゥ
イ
ル
ソ
ソ
教
授
の
授
業
を
聴
講
す
る
。
大
学
院
生
二
人
と
最
近
ウ
ィ
ル

ソ
ン
教
授
と
再
婚
し
た
南
ア
ジ
ア
研
究
所
助
手
の
ダ
イ
ア
ン
・
シ
ョ
ー
ト

と
が
出
席
し
て
い
る
。
テ
キ
ス
ト
は
セ
ル
チ
エ
学
堂
の
論
理
学
の
教
科
書

ミ
ミ
望
ミ
員
苫
号
惑
ミ
。
、
錆
電
さ
昌
蚤
、
ミ
買
員
官
）
を
用
い
て
仏

教
論
理
学
の
基
礎
を
学
ぶ
。
こ
の
教
科
書
は
問
答
形
式
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
授
業
の
後
半
で
は
そ
れ
を
暗
記
し
て
、
教
授
が
質
問
し
学
生
が
答
え

る
と
い
う
仕
方
で
チ
ベ
ッ
ト
語
会
話
の
練
習
を
も
兼
ね
た
勉
強
を
し
て
い

る
。
概
し
て
ア
メ
リ
カ
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
学
者
た
ち
に
は
、
最
終
的
に
は

チ
ベ
ッ
ト
人
ラ
マ
か
ら
直
接
教
え
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ゞ
と
い
う

意
識
が
強
く
、
そ
れ
故
チ
ベ
ッ
ト
語
会
話
に
対
す
る
関
心
も
高
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
寺
院
で
編
蟇
さ
れ
た
教
科
書
含
狩
・
富
）
を
、
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
の
教
義
を
理
解
す
る
た
め
に
だ
け
で
な
く
鈴
現
在
チ
ベ
ッ
ト

語
会
話
の
学
習
の
た
め
に
も
用
い
る
と
い
う
仕
方
は
後
に
述
べ
る
よ
う
に

お
そ
ら
く
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
教
授
に
よ
っ
て
考
え
出
さ
れ
た
方

法
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
バ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
の
チ
ベ
ッ
小
仏
教
学
の
一
つ

の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
》
〃
応
ｌ
》

チ
ベ
ッ
ト
寺
院
で
用
い
ら
れ
る
教
科
書
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
イ
エ
ー
．
ル

大
学
図
書
館
に
最
も
多
く
収
集
さ
れ
て
い
る
。
バ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
は
、
そ

れ
以
外
の
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
文
献
の
収
集
に
関
し
て
は
、
現
在
こ
の
国
で
最
も
よ

く
整
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
専
攻
し
て
い
る
大
学
院

生
の
数
も
二
名
に
昇
る
。
」

最
近
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
教
授
の
関
心
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
チ
雪
ヘ
ッ
ト
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ブ
リ
テ
剛
ツ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

・
‐
、
ハ
ン
ク
ー
寺
〈
刑
の
空
港
か
ら
リ
ム
ジ
ン
寺
ハ
ス
に
乗
っ
て
ホ
プ
キ
ン
ズ
教

授
が
予
約
し
て
お
い
て
く
れ
た
ボ
ス
マ
ン
ズ
・
ホ
テ
ル
に
着
く
心
教
授
に

電
話
を
し
て
翌
日
（
日
曜
日
）
の
午
後
二
時
に
彼
の
家
で
会
う
約
束
を
す

↓
〈
》
Ｏ些

日
は
朝
九
時
頃
に
ホ
テ
ル
を
出
て
、
地
図
を
頼
り
に
教
授
の
家
の
方

向
へ
時
間
の
許
す
限
り
歩
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・

ベ
イ
に
沿
っ
て
砂
浜
の
公
園
が
続
く
。
日
曜
の
朝
で
人
通
り
も
あ
ま
り
な

く
、
小
一
時
間
程
歩
い
て
も
時
た
ま
散
歩
を
し
て
い
る
老
人
や
ジ
ョ
ッ
ギ

ン
グ
を
す
る
若
者
に
出
会
う
程
度
で
あ
る
。
沖
の
ほ
う
で
太
陽
の
光
り
を

浴
び
つ
つ
先
程
か
ら
停
止
し
続
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
ヨ
ッ
ト
の
一
群
。

白
と
黒
の
毛
並
み
が
美
し
い
二
頭
の
ハ
ス
キ
ー
犬
を
連
れ
て
散
歩
し
て
い

る
青
年
。
昨
日
ま
で
の
飛
行
機
を
乗
り
継
い
で
の
あ
わ
た
だ
し
い
旅
行
が

な
ん
だ
か
他
人
事
の
よ
う
に
思
え
る
。

途
中
開
い
て
い
る
店
を
覗
く
。
カ
ナ
ダ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
工
芸
品
を

の
唯
識
学
の
研
究
に
あ
る
。
チ
ャ
ン
キ
ャ
（
胃
自
烏
冒
）
の
著
作
に
現
わ

れ
る
職
伽
行
説
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
（
房
８
戸
冒
圃
）
の
「
意
と
阿
頼
耶
と

の
難
解
の
個
所
を
釈
す
る
善
説
の
海
弓
爵
．
８
．
ｚ
○
．
臼
ち
こ
と
そ
の

●
目
３
口
の
註
釈
書
な
ど
が
目
下
の
研
究
対
象
で
あ
る
ｐ
最
近
の
論
文

に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。
・

。
屋
凹
ロ
日
四
国
Ｈ
毎
ｍ
肝
ぐ
①
具
○
巨
罰
①
儲
○
昌
口
哩
昌
①
日
冨
陣
○
口
○
再
昏
①

Ｉ

砂
匡
①
、
ｇ
①
の
の
９
勺
①
昂
○
口
の
（
屋
ご
争
量
〃
具
冒
冨
言
ご
ミ
ミ
雷
群
』
宝
‐

げ

ら
萱
鳥
の
》
口
ぽ
い
儲
①
目
色
の
巴
ｐ
》
胃
〕
ｇ
い
〕
ら
的
ｅ

売
っ
て
い
る
。
黒
い
柔
ら
か
そ
う
な
石
に
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
の
よ
う
な
も

の
を
彫
刻
し
た
鈩
晶
筐
洋
①
。
ア
ザ
ラ
シ
の
牙
を
白
熊
や
ア
ザ
ラ
シ
の
形

に
彫
刻
し
た
言
。
］
旨
い
‐
冨
烏
．

昼
食
後
半
時
間
程
休
憩
し
て
そ
の
ま
ま
歩
い
て
ホ
プ
キ
ン
ズ
教
授
宅
ま

で
行
く
こ
と
に
す
る
。
二
時
過
ぎ
に
着
き
、
挨
拶
を
済
ま
す
や
否
や
、
‐
．

今
日
は
こ
れ
か
ら
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
医
学
の
講
演
が
あ
る
か
ら
大
学
の
陦
菌
己

Ｐ
具
①
Ｈ
に
行
こ
う
、
と
言
う
。
教
授
の
車
に
乗
せ
ら
れ
て
会
場
に
着
く

と
、
四
○
人
程
の
人
が
来
て
い
る
・
講
師
は
｝
一
ン
マ
派
の
比
丘
の
よ
う
で

あ
る
。
§
ホ
プ
キ
ン
ズ
教
授
は
、
デ
ー
シ
ー
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
（
Ｅ
・
Ｇ
・
ス

ミ
ス
氏
の
師
）
の
弟
子
に
当
る
人
で
は
な
い
か
、
と
言
う
。
通
訳
は
チ
・
ヘ

ッ
ト
人
の
青
年
（
こ
の
数
日
後
に
彼
を
バ
ー
ク
レ
ー
大
学
の
近
く
で
見
か

け
た
）
。
“
こ
の
青
年
は
長
く
ア
メ
リ
カ
に
住
ん
で
い
る
よ
う
で
き
れ
い
な

英
語
を
話
す
。
時
を
身
体
の
部
分
を
指
す
英
語
が
分
ら
な
く
な
る
と
ホ
プ

キ
ン
ズ
教
授
に
救
い
を
求
め
る
。
後
で
教
授
は
、
通
訳
が
訊
ね
た
の
は
分

ら
な
い
か
ら
で
は
な
く
て
自
分
を
試
す
た
め
だ
ろ
う
、
と
言
っ
て
笑
っ
た
。

そ
う
い
う
所
に
教
授
の
性
格
が
ち
ら
り
と
出
た
り
す
る
。

夕
食
を
し
て
ゆ
く
よ
う
に
言
わ
れ
て
再
び
教
授
の
家
に
戻
る
。
教
授
は

つ
い
五
ケ
月
前
に
再
婚
し
た
ば
か
り
だ
が
、
夫
人
の
母
親
が
病
気
で
彼
女

が
そ
の
看
病
に
行
っ
て
留
守
の
た
め
、
彼
の
学
生
（
の
胃
①
昏
留
鈩
因
屑
婆
旨
ゞ

三
○
代
半
ば
頃
の
男
性
で
、
教
育
の
大
半
を
イ
ン
ド
の
チ
ベ
ッ
ト
寺
院
で

受
け
た
と
い
う
人
、
目
冒
ご
冨
国
冒
苔
肖
冨
８
と
い
う
チ
ベ
ッ
ト
名
を

持
つ
）
が
身
辺
の
世
話
を
し
て
い
る
。

夕
食
後
教
授
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
動
機
を
聞
い

た
。
そ
れ
は
サ
ー
マ
ン
教
授
の
場
合
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
心
年
齢
も
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ホ
プ
キ
ン
ズ
教
授
が
四
三
歳
、
サ
ー
マ
ン
教
授
が
四
二
歳
と
近
く
、
共
に

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
卒
業
生
で
あ
る
。
そ
し
て
最
近
の
ア
メ
リ
カ
で
は
特

に
珍
ら
し
く
な
い
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、
二
人
と
も
離
婚
、
再
婚
の
経

歴
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
も
二
人
と
も
ゲ
ー
シ
ェ
・
ワ
ン
ギ
ャ
ル
（
の
①

晋
の
昏
目
Ｈ
喝
昌
）
に
師
事
し
、
彼
の
影
響
に
よ
っ
て
仏
教
に
興
味
を
持

つ
よ
』
フ
に
な
っ
た
。

一
九
六
二
年
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
し
た
ゲ
ー
シ
ェ
・
ワ
ン
ギ
ャ
ル
は
、
文

字
通
り
自
ら
の
手
で
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
寺
院
を
新
た
な
地
に
築
か
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
青
年
ホ
プ
キ
ン
ズ
も
ラ
マ
僧
を
手
伝
っ
て
毎
日
力
仕
事
に
明
け
暮

れ
た
。
↑
ラ
マ
僧
に
は
ア
メ
リ
カ
の
青
年
を
ひ
き
つ
け
る
何
か
が
あ
っ
た
。

気
が
つ
け
ば
、
ラ
マ
僧
と
共
に
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
チ
、
ヘ
ッ
ト
仏
教
の
開

教
事
業
に
携
わ
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

現
在
ホ
プ
キ
ン
ズ
教
授
は
こ
の
ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で

客
員
教
授
と
し
て
教
鞭
を
と
っ
て
い
る
。
彼
は
月
曜
日
に
ま
と
め
て
四
コ

マ
授
業
を
す
る
。
そ
れ
を
全
て
聴
講
し
て
み
た
。
そ
の
内
の
二
つ
は
彼
の

著
書
。
。
蒼
、
ｓ
“
亀
。
ご
営
弓
尋
恥
言
ご
団
員
§
爵
ミ
（
耐
。
且
○
口
・
国
具
ｏ
匡
昌
‐

ｍ
ｏ
ｐ
〕
ら
ｇ
）
と
胃
、
島
ミ
ざ
患
§
同
言
、
款
蔦
麓
（
Ｆ
ｏ
且
。
ロ
》
弓
賦
号
目

弔
号
胃
色
陣
○
口
、
】
邑
鴎
）
を
テ
キ
ス
ト
に
し
た
大
学
院
ク
ラ
ス
の
講
義
で
あ

り
、
も
う
一
つ
は
罰
呂
唱
ｏ
ｐ
ｍ
呉
昏
の
弓
。
Ｈ
国
と
い
う
講
義
題
目
の
一

般
教
養
科
目
的
な
授
業
で
あ
る
。
残
り
の
も
う
一
つ
は
大
変
お
も
し
ろ
い

授
業
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
少
し
説
明
し
て
み
よ
う
。
｝
：

前
に
も
少
し
触
れ
た
よ
う
に
、
ホ
プ
キ
ン
ズ
教
授
は
チ
零
ヘ
ッ
ト
の
セ
ラ

寺
院
の
チ
ェ
・
〈
学
堂
で
用
い
ら
れ
た
問
答
形
式
の
教
科
書
を
用
い
て
、
学

生
に
チ
等
ヘ
ッ
ト
仏
教
の
教
義
と
現
代
チ
ベ
ッ
ト
語
と
を
同
時
に
習
得
さ
せ

よ
う
と
す
る
。
学
生
は
教
科
書
の
問
答
の
筋
道
を
幅
三
○
セ
ン
チ
、
長
さ

二
メ
ー
ト
ル
程
の
紙
に
図
式
化
し
て
書
き
出
し
、
そ
れ
を
二
人
一
組
に
な

っ
て
ま
る
で
ド
ラ
マ
の
台
詞
を
覚
え
る
よ
う
に
し
て
チ
ベ
ッ
ト
語
の
ま
ま

で
暗
記
す
る
。
八
組
ほ
ど
あ
る
・
ヘ
ア
ー
の
中
に
は
、
も
う
暗
記
し
て
し
ま

っ
て
模
範
問
答
を
買
っ
て
出
る
組
ま
で
あ
る
。
時
間
の
終
り
に
教
授
は
、

バ
ス
の
中
で
も
路
上
で
も
問
答
を
や
っ
て
来
週
ま
で
に
は
必
ず
覚
え
て
く

る
よ
う
に
、
と
注
意
を
与
え
た
り
し
て
い
る
。

ホ
プ
キ
ン
ズ
教
授
の
最
近
の
著
述
に
は
前
記
の
二
著
以
外
に
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
。

恵
唱
旦
肖
啓
恩
Ｐ
Ｃ
且
。
ロ
》
の
①
。
品
①
筐
府
目
四
目
ご
ロ
言
旨
．
岳
曾
）

弓
亀
高
ミ
。
、
§
ミ
ミ
ミ
黒
惠
長
言
急
（
Ｆ
ｏ
且
。
昼
』
国
巨
さ
旨
ｐ
ｍ
ｏ
ｐ
』
届
認
）

員
、
ミ
ミ
ミ
留
員
鴎
営
門
常
曽
ご
国
慧
員
冨
蒼
（
Ｆ
ｏ
且
○
昌
、
笥
騎
８
日

も
口
ご
匡
。
伊
武
○
口
の
》
目
や
唖
望

（
閃
冒
宣
言
鴎
・
團
鴇
と
門
、
§
言
侭
鯵
旦
国
爵
閏
。
罰
ミ
の
“
琴
、
ロ
ミ
ミ

冒
蒼
色
の
二
著
は
嵐
冨
○
四
》
の
：
Ｈ
邑
陣
①
脇
で
目
下
印
刷
中
）

サ
ー
マ
ン
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
、
ホ
プ
キ
ン
ズ
、
三
教
授
と
も
チ
書
ヘ
ッ
ト
の

仏
教
や
ラ
マ
に
対
し
て
大
変
敬
虚
な
気
持
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
時
に

‐
，
ベ

イ
ン
ド
仏
教
の
研
究
者
た
ち
か
ら
、
無
批
判
で
あ
ま
り
に
も
宗
教
的
で
あ

る
、
と
批
判
さ
れ
た
り
す
る
。
し
か
し
彼
ら
の
ラ
マ
に
対
す
る
献
身
的
な

態
度
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
こ
と
は
さ
て
お
き
、
今
や
日
本
に
お
い
て
も
無

く
な
っ
て
い
き
つ
つ
あ
る
仏
教
の
学
び
方
、
多
少
大
仰
で
は
あ
る
が
、
先

学
の
回
想
の
中
で
し
か
出
会
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
仏
教
者
の
生
き

方
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
た
り
し
た
こ
と
で
あ
る
。
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